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研究成果の概要（和文）：本研究では若者の対人関係についての認知と感情ならびに対人関係から生じる不幸せ感への
対処方法を検討し、心の健康と文化的適応に関連する諸分野への貢献を目指した。日本文化の中で中心的に見られる現
象だけではなく、一般的傾向とは異なる行動様式や価値基準を持つ若者たちを対象に調査を行うことで、日本文化のグ
ローバリゼーションや経済的な停滞による若者の心の変化を検証した。今後の展開として、多層な文化的価値観の間で
生じる葛藤について検討することにつなげる枠組みを構築した。研究期間全体を通して、現代日本における不適応状態
の実態の把握と日本社会を巨視的に見た際の文化的背景と心の問題との関連について検討を行った。

研究成果の概要（英文）：The goals of the present research are to systematically and empirically investigat
e the youth problem in Japan from cultural psychological perspective. In investigating the cause of mental
 problem especially among NEET and Hikikomori, the research focused not only on individual psychological p
rocesses but also from sociological and cultural theories (such as globalization). For example, 1)the nega
tive effect of individualism on well-being in Japan; 2)impact of socioeconomic status on motivation among 
youth; and 3)characteristics of Japanese happiness and well-being have been investigated. By integrating t
hese perspectives, preset research will be able to offer an empirically validated and theory-driven unders
tanding of what is happening at the conflict between several cultural values (e.g., individualism vs. inte
rpersonal orientation) to afford the mental health issues among Japanese youth.
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１．研究開始当初の背景 
これまでの文化心理学の知見からは、日本
文化は関係志向的、もしくは相互協調的/ 
集団主義的であるとされてきた。北米文化と
比較すると、自己評価、対人関係、感情経験、
幸福感、認知様式など、様々な点で日本文化
に生きる人々が「関係性」を重視しているこ
とが示されてきている。しかしその一方で、
日本においては、「ひきこもり」など、不適
応感や対人関係の難しさとコミュニケーシ
ョンの不全が取り上げられることも多くな
ってきている。これらの問題は、社会学など
のマクロなアプローチや臨床心理学などの
個別的アプローチやなどで研究がなされる
ことが多かった。たとえば「ひきこもり」は
経済不況による雇用の不安定化などの社会
的状況の要因、また、家庭環境やパーソナリ
ティ、認知構造などの個別的要因も存在する
であろう。しかしなぜある特定の社会・文化
的状況の中で、たとえば非行などの「外に発
する」行動ではなく「ひきこもり」のような
特定の現象が見られるのかについては明ら
かにされていない。 
 
２．研究の目的 
これまで心と文化の相互構成プロセスに
ついて検討を重ねてきた文化心理学的知見
から若者の心の問題にアプローチすること
によって、新たな知見が生み出される可能性
がある。このような視点に立ち、若者の対人
関係の認知と、その中に内包される負の感 
情への対処方法について検討する。 
具体的には若者の①対人関係についての
認知と感情、②対人関係から生じる不幸せ感
や悲しみ、怒りなどの「負の感情」への対処
方法を検討し、心の健康と文化的適応に関連
する諸分野への貢献を目指す。さらに、③日
本文化の中で中心的に見られる現象だけで
はなく、一般的傾向とは異なる行動様式や価
値基準を持つ若者たちを対象に調査を行う
ことで、日本文化のグローバリゼーションや
経済的な停滞による若者の心の変化を検証
する。「心の不適応」については、個別事例
的アプローチから検討されてきたことが多
く、文化・社会と心との相互作用の視点から
の検討は数少ない中で、新たな視点からの社
会的貢献を目指す。 
 
３．研究の方法 
平成 23 年度には特にグローバリゼーショ
ンが日本の若者の適応感に与える影響につ
いて、実証的研究ならびに調査研究を行った。
具体的には、若者のニート・ひきこもり傾向
について精査し、それらが動機付けとコミュ
ニケーション場面での認知に与える影響に
ついてそれぞれ実証的研究を行った。  
 また、グローバリゼーションによる個人主
義や個人の成果主義の導入が日本社会と心
の適応感の変容に関与していることを示す
検討も行った。日米大学生に個人達成志向的

な状況に置かれたときを想起させ、幸福感や
対人関係を評価してもらった。 
 平成 24 年度には震災前後におけるパネル
データを用いた若者の幸福ならびに不適応
状態の変化、ならびにニート・ひきこもりリ
スク傾向の高い若者の認知と感情について
の検討、そして怒りや恥などの感情状態への
対応における日本とベルギーの文化差、につ
いての検討を行った。 
平成 25 年度には、グローバリゼーション
が進む日本において、個人の達成を求めるよ
うな個人主義傾向をもつ人たちが感じる対
人関係や幸福感についての、若者並びに一般
成人への調査研究をまとめ、日本で顕在化し
てきた「社会階層」がニート・ひきこもり傾
向に与える要因を、若者ならびに一般成人へ
の大規模データを用いて検証した。さらには
日本文化において育まれる適応感がどのよ
うなものであるかについての理論を包括的
に構築した。 
 
４．研究成果 
ニート・ひきこもり傾向が高い大学生は、
就職活動など社会との統合が求められる局
面において特に自己の不全を起こしやすい
こと、ニート・ひきこもり傾向のリスクが高
い若者は他者の表情認知において、周辺情報
への注意の程度が過度に高いことなどが明
らかにされた。また、日本では個人達成志向
的傾向が強い人々は、より親しい友人が少な
く、幸福感が低いことも示された。 
また、震災後の価値観や幸福感変化におい
ても、対人関係志向と個人志向のいずれかに
日本の若者が二極化する傾向についても明
らかになった。さらにはヨーロッパと日本に
おける怒りと恥の意識と対処法略の違いを
具体的に検証した。 
研究期間全体を通して、現代日本における
不適応状態の実態の把握と日本社会を巨視
的に見た際の文化的背景と心の問題との関
連について検討を行った。そして、良好な対
人的コミュニケーションを支える認知・感情
の仕組みについて検討し、文化・社会の中で
の適応に向けた中・長期的介入アプローチの
開発を試み、教育現場や社会集団へのフィー
ドバックを試み、企業やＮＰＯと連携した事
業を実施した。 
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